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学位論文内容の要旨 

 

 

博士の専攻分野の名称：博士（経営学）     氏名： 村上 理 

 

 

学位論文題名 

会計の政治化に関する学際的研究 

―基準設定機関とパブリック・セクターの相互関係の観点から― 

 

 

Ⅰ 

 

本論文は，会計や監査に関連する諸基準の設定・変更に関するものであり，

とりわけ「会計の政治化(politicization of accounting)」(Solomons [1978])

と称されるような，利害関係者間の激しい対立を伴う諸事例を素材として，パ

ブリック・セクターと基準設定機関の相互関係を学際的に検討するものである。 

今日の社会において，パブリック・セクターは干渉的である。Drucker[1993]

によれば，今日のパブリック・セクターは，かつての受動的な調停者としての

役割にとどまるものではなく，実行者(doer)へと変貌を遂げた。また，Offe and 

Ronge[1975]によれば，このような傾向は経済の領域においても顕著であり，今

日の社会は，パブリック・セクターと市場が相互に依存する「組織化された資

本主義」(organized capitalism)をその特徴としている。ここにおいてパブリ

ック・セクターは，もはや消極的な存在として捉えることはできず，むしろ現

代の社会の重要な一部分を構成する積極的なアクターである。 

以上のような干渉的なパブリック・セクターの姿は，会計の領域においても

見受けられる。例えば，ある特定の会計処理が利害関係者に対して甚大な経済

的影響を及ぼすことが予想されるような事例においては，基準設定機関に対す

るパブリック・セクターの干渉が頻繁に確認されうる(cf. Zeff [2005])。この

ようなパブリック・セクターの行動は，今日における会計・監査の社会的地位

の大きさを表していると言えよう。すなわち，証券市場が発達した現代社会に

おいては，これを健全なものとせしめる手段としての会計・監査の役割が大き

くなる。この結果，会計・監査に関連する諸基準の重要性もまた，増大すると
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ともに，その利害関係者は多岐にわたることとなる。これは，同時に，会計・

監査に関連する諸基準の経済に与える影響(Zeff[1978])が甚大なものとなるこ

とを意味しており，これがパブリック・セクターの関心を引き寄せるのであろ

う。今日，会計や監査に関連する基準の設定・変更プロセスにおいて，パブリ

ック・セクターはしばしば積極的にこれに介入し，重大な決定を下しているの

である。 

 

Ⅱ 

 

上述のごとき「会計の政治化」現象は，従来の会計研究においては，例外的

現象として扱われ，また，望ましくない現象として扱われてきたように思われ

る。すなわち，本来，会計・監査に関連する諸基準の設定機関は独立であるは

ずであり，また，それらの基準は技術的であるべきであるとされる。ここにお

いて，パブリック・セクターは外部要因であり，会計の基準の設定プロセスに

おけるパブリック・セクターの積極的介入は，本来であれば起こり得ない現象

として処理される傾向にあった(e.g. Miller and Redding [1988])。換言すれ

ば，「パブリック・セクターは，会計の基準の設定プロセスにおいて重大な影

響力を持つプレイヤーである」という経験的かつ直感的な事実は，伝統的な会

計研究においては必ずしも十分に説明されてこなかったように思われる。本論

文は，以上のような，いわば現実と研究の乖離を縮めんと試みたものである。

本論文により，会計の基準の設定におけるパブリック・セクターの積極的な役

割，とりわけその決定力の甚大なることが解明されれば幸いである。 

 

Ⅲ 

 

本論文の特徴は，以下の二点である。第一に，事例の検討に際して，学際的

会計学(新谷[2011])のアプローチが採用されている。ここにおいて，とりわけ，

政治学や社会学等に影響を受けた会計研究の方法を参照することにより，従来

の会計研究においては効果的に捉えることのできなかったパブリック・セクタ

ーの行為を，明快に説明することが可能となる。第二に，事例を検討するにあ

たって，「なぜこのような現象が起こったのか」を研究の課題として設定する

ことにより，従来，望ましい／望ましくないという，いわば価値の問題として

受け取られがちであった「会計の政治化」現象を，価値中立的に検討すること

が可能となる。 

以上のような本論文の特徴は，従来の「会計の政治化」現象を扱う会計研究

においてはあまり見られない特徴であり，これにより本論文は，伝統的な会計
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研究とは一線を画した視点をもって，会計・監査に関連する諸基準の設定にお

けるパブリック・セクターの積極的な役割とその原理を明らかにしている。 

 

Ⅳ 

 

本論文の構成とその概要は，以下の通りである。 

 

第一章 序説 

第二章 財務会計基準の設定プロセスにおける議会および SEC の関与 

第三章 国際会計基準の変更プロセスにおける EU 諸国家および EC の関与 

第四章 監査基準の設定プロセスにおける議会の関与 

第五章 会計倫理基準の変更プロセスにおける DOJ および FTC の関与 

第六章 結論 

 

第一章は，本論文の概要および研究上の立場を明らかにする序説である。 

第二章は，1990 年代米国におけるストック・オプション会計に関する会計の

政治化現象を取り扱うものである。本事例は，ストック・オプションの費用認

識を事実上強制的なものとするか否かについて，利害関係者の間で激しい利害

の対立が観察された事例である。 

第三章は，経済危機における IAS 第 39 号に関する会計の政治化現象を取り扱

う。これは，金融商品に関する会計上の測定について，公正価値の適用範囲を

めぐり，利害関係者の間で利害の対立が観察された事例である。 

第四章は，1970 年代におけるピア・レビューの制度，とりわけピア・レビュ

ーに関する諸基準の誕生に関する政治化現象を取り扱う。ここにおいては，

AICPA と連邦議会の間において，監査の質に関する規制を自主規制に委ねるか政

府規制に委ねるかについての対立が観察された。 

第五章は，1960 年代後半から 1970 年代を舞台として，公認会計士の職業倫理

に関する基準に関する政治化現象を取り扱う。ここにおいては，「同僚に対す

る責務」を定めた諸規定とこれに対するパブリック・セクターの介入をめぐり，

AICPA，とりわけその上層部と一般会員の間において激しい利害の対立が確認さ

れたのである。 

最後に，第六章において，本論文における事例研究を振り返るとともに，会

計・監査に関連する諸基準の設定・変更プロセスにおけるパブリック・セクタ

ーの干渉主義的側面を再確認する。ここにおいて，会計の基準が高度に政治化

した事例においては，パブリック・セクターが強力な決定力を持ち，これを捉
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えるためには社会的コンテクストに依存した会計研究の発想法が求められるこ

とを指摘し，総括とする。 
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